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§0 はじめに

6月6日の大谷先生の指スマレポートは久しぶりに数学したい情熱が掻き立てられる面白い内容で

した。そこで今回は指スマを分析してみた。

§1 ルールと問作成

まずは指スマのルールから確認しよう。

指スマは全員両手をグーにしてくっつけるところから始まる。じゃんけんで「攻撃側」を一人決め、

ほかの人は「守備側」となる。

攻撃側が「いつせ－の」である0以上の整数を「コール」し、コールと同時に攻撃側と守備側は任意

に指を立てる。コールした数と立てた指の数が等しいときは攻撃側の勝ちとし、攻撃側の「勝ち」と

なり一つ手を外すことができる。コールした数と立てた指の数が異なるときは攻撃側の「負け」とし、

次の人に「攻撃側」がうつる。

そこで、次のように問を設定しよう。

自分の指以外の"本の指がある。

攻撃側は整数ル①≦ﾙ≦邦十2）をコールし、それと同時に攻撃側と守備側はそれぞれの指を立

てるか立てないかを選択できる。

立てられた指の数とﾙが等しいとき攻撃側の勝ちとする。

問1 コールする整数んはいくつのときが一番勝てるか？

問2攻撃側は何本の指を立てたときが一番勝てるか？

問3守備側は何本の指を立てたときが一番負けないか？

§2分析してみる

問1 コールする数ﾙはいくつのときがよいか掌

〃をコールしたとき勝つ確率を計算してみよう。

秘本の指のそれぞれが「立てる」か「立てない」かを決めることができるので、全部で2"通りある。

そのうち〃本立つ場合は"q通りとなる。

よって攻撃側が勝つ確率は禁である。
"Chの最大値を考えればよい。パスカルの三角形を見てみると次のときが最大となる。

[')"が偶数のとき俺=苦のときが最大となる。

[2]"が奇数のとき燭=』字のときが最大となる。
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攻撃側の2本は攻撃側の自由に決められる。攻撃側の立てる指をﾉ本（0≦ﾉ≦2）とする。

よって確率は牛である。
問1から次の表のようにしたときが最大になる。

つま"が偶数のときはﾙｰ署+1,"が奇数のときは惚=等よ+Iのときが最大と柳､確率的には‘
の値には関係ないことがわかる。

以上より指スマの攻撃側の必勝法は次のようであることがわかる。

問3守備側は何本立てたときが一番勝てるか

自分の2本以外の指の数を邦本とする。自分の立てる指を体として(O≦J≦2)

攻撃側がル (0≦ル≦〃+2)をコールしたとする。

攻撃側がｺｰﾉ吋る値の確率はどれも等しいとすると.俺をｺｰﾙする確率は赤である。
aA

であり、αAの値は次の表のようになる。よって確率は
2"(邦十3）

攻撃側が勝つ確率噌2鰯(美3,で表せられるから､ 'の値には関係なく、
”+2 α片 "Co+"C,+"C2+……+,'C" 2"

確率は昌2鰯(耀十3） ，鰯(臓十3） ，卿("+3)一志である。＝

以上より指スマの守備側の必勝法はな上』ということがわかった。

守備側の必勝法はない。（立てる指の数は勝率に関係ない）

§3 まとめと感想

今回の分析から指スマにはあまり必勝法がないことがわかった。数学的にはなんか不満足な結果とな

ってしまったが、必勝法がないからこそ平等にゲームが成り立つのかもしれない。

ちなみに指スマは必勝法がある先攻の方が有利だといえそうだ。ということは、最初のじゃんけんで

勝負は決まる？う－ん。じゃんけん優秀。
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